
機 関 車

Locomotives

ヽ.■ノⅢノし 鉄 道 車 輌
LOCOMOTIVES AND ROLLING STOCKS

国鉄､私鉄共に戦後の復旧整備の段階より脱して､増

備とサービスの時代に入り将に昭和26年に製作された

答電事､客畢にほ乗客に対する飛躍的なサービス改善の

跡が見られた｡

一般産業に於ても､朝 事変の進冥と`共に活況を呈し

その輸送に当る賃率の生産も 彼の最高を記録した｡

建設産業用及び鉱山用の小型車輌と

が､従来の蓄 池機関車を駆逐している現象には注目す

ベきものであろう｡

満鮮方面の蒸気機関革は戦前は多く我国はり送られて

いたが､今回は特需晶として南鮮に進出した｡

同じ特需を含め有蓋貨車､無蓋賃率､タンク革等の製

作も我国としては記録的な大容量のも~のである｡

電気機'関車

Eleetrie LocomotiYeS

昭和26年度に製作した電気機関車中将記すべきもの

を上げれば次の如くである｡

EF15形電気機関重(日本国有鉄道納)3輌

本機関車は貨車牽引用としての国鉄新鋭事で幾多の改

良が加えられてお･り輸送陣に更に威力を加えたものと云

第2図 56t電気機関車(松尾鉱業納)

Fig.2.50ton Electr王c Locomotive

うことが出来る｡(第】図)

50t電気機関室(枚尾鉱業株式会社納)2鏑

木機関車はこの種機関車としては高性能を誇る最新式

のもので主な特長は次の如くである｡(第2図)

1･最近の傾向として電気機関車にも電革と同

秀な振動特性を与えて極力栗心地を良くする方向に

向っているが､本棟関革もこの流れに沿ってウイン

グバネ付の揺眈式台革を採用した結果､従来型電気

機関車では得られなかった快適な乗心地を得ている｡

2･電動頼は雪国の使用を考えて全密閉型とし､主

抵抗器と共に電動送風機に依る強制通風を行ってい

る｡従って従来のこの級の

がコムパクトである｡

第1図 EF15 型 電 気 機 関 車

Fig.1.Type EF15Electric Locomotive

気機関専に比べて車体

3･雪国に於ける使用を考えて窓､扉､鎧

戸通風器等は特に雨雪の侵入を防ぐ構造を

採用し､琵雪時の為に着脱可能のスノウプ

ラウを車体前校iこ取付けている｡

4･非常用として電気プレ←キを備えてい

る｡

その概略仕様を示せば下記の通りである｡

軌 閃

葦輪配置

全重量

台専形式

動輪径

1,067111m

T:_!;

50t

棒台枠形揺枕式

1,000Ⅰ℃m

ヽ､
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国是軸距離

ボギ⊥中心臣巨離

車体形式

外形寸法

定格速度

2,500Ⅱlm

5,900Inm

箱形而 転台デッキ付

長×幅×高12,000Ⅱ江nX2,700ⅠⅥmX

3,920トペン′タ折畳高さ)

32.2km/br

定格牽引力

架線電圧

電動機

制御方式

制動装置

8,880kg

直流1,500V

200kWx4

間接制御電磁空気渾位スイッチ式

ノッチ数 直列9,並列7,制動9

EL-14A空気プレ←キ､手プレ←キ

及び 非常用電気ブレーキ

第3図 48t･電 気 機 瀾 草

Fig.3.48●ton Electric Locomotive

48t電気梯関董(秩父セメント株式会社納)1輌

本機関車ほ前記50t電気機関車と略々同一イ 想の下

隼設計製作されたもので下記の点が異っており独特の性

儲を有するものである｡(第3図)

1.使用線路の関係上スノウ70ラウ及び非常用電気

プレ‥-キは備えていない.･=ノ

2.特に構内入酋用として長時間の入酋作業に適す

るよう土抵抗器の設計に特別な考慮が払われている

3.本機関車のパンタグラフ摺阻･こほ特に顧客要求

に依る三角力トボンを使用している｡

凍機関車の概略仕様は 拝1,500V

自重48t,動輪径1,00Jnlm,土電動機容量160kW

×4,定木
名H 34.2kl叫hr,定柁牽引力6,680kgで

ある｡

30t電気機関室(十和田鉄道株式会社納)1輌

l

L ナる使用を考慮して設計製作され

たもので電動機ほ夏季は半密閉型､冬季は全密閉型とし

て使用するようになっており､屁通風㌍等も

せ防ぐ偶竜であり車体前校には元到鬼可能のスノウプラウ
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第4図 30t電気機関車(十和田鉄道納)

Fig.4.30ton EIectric Locomっtive

を取付けている｡制御放び 灯用低圧電源として電動発

機を備え単位スイッチ式間接制御を行い､非常用とし

て電気制動をかける事が出来る｡概略仕様は

圧1,500V,自重30t,動輪径910Ⅰュ1m

主電動機容量90kWx4, 定格速度30･3km/br

定格牽引力4,240kgである｡(第4図)

12t電気機関重(三菱成業茶志内納)

本機は空気制動を常用とし小型高性能で而も苛酷な使

用条件に十分耐え得る様設 された鉱山用電気機関革で

ある｡小型である事ほ坑道の建設費並びに保安上の点よ

りしても誠に望ましく､特に複線式坑 に於てはこの要

求が強い｡本機関車はこの点を十分考慮して設計したも

のである｡(第5図)従 の鉱山用 気機関車に比し特異

第5図12t電気機関 (三菱鉱業茶志内納)

Fig.5.12ton ElectricMineLocomotive

丸型とせること､制動と撒砂とを連動したこと､高速度

に備え草体支持ばねに平衡梁を使用し車体の衝馨を減少

したこと等で劃期的に斬新な設計と云うことが出来る｡

本機の主なる仕様は､軌間762mm,車輪配置0-B-0,

自重12t,動輪径860mm･ 車線電圧500V,主電動

機呑量60kW`×2,定格速度19･6km/br,定格牽引力

2,180kg,空気制動付である｡
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第6図 坑道断面図

Fig･6.SectionofGal1ery

蒸 気 機 関 辛

SteamI｣OeOmOti▼e

25tC聖女ンク機関車

戦役輸出小塑機関車の囁矢として台湾セメント会社に

納入した木椀ほ構内用として性能及び取扱上の点から特

に費用されているもので輸出用小型機関事で将来最も寓

要を期待し得るものである｡将に台 向として第7図の

様に運転室開放型にした｡本機の主なる仕様は次の通り

軌 問

シリンダ←(直径×行程)

水タンク容量

料庫容量

1,067Inm

330x550Inm

2.8m8

1.0Ina

最大寸法(長×幅×高)7,250×2,200×3,500Inm

常用圧力

火床面積

動輪直径

最大牽引力

13.Okg./cIn2

0.9In2

1,000mⅡ1

6,020kg

第7図 台溶向25t C型タンク機関革

Fig.7.25ton O-6-OSaturated Steam

TankLocomotive(Type25
ton C)for Formosa

第8 図

Fig.8.

日鉄八幡製鉄所納38t C型タンク機関車

38ton O-6-O Saturated Steam Tank

Locomotive(Type38ton C)for
Yawat:aIron Works

38tC塾タンク機匪董

この機関車は第8図の如く先紋日鉄八幡 鉄所に納入

した38t C型飽和蒸気タンク機関車で工場構内用とし

て具備する機能の外に蒸発抑制装置煤煙防止装置等この

種小型機関革の将来を指向する特罷な装備を有するもの

である｡その主要諸元は次の通りである｡

軌 間

シリンダー(直径×行

火タンク容量

料庫容量

最大寸法(長×幅x高)

常用圧力

火床面積

動輪直径

最大牽引力

1,067mIコ

410x520mm

4.0工na

l.3Ⅰが

8,670×2,550×3,550Jnm

13.Okg/Cm2

1.3m9

1,067nln

9,0601くg

日立標準小型デーゼル機関車
HitachiStandard Type SmallDiesel

LocomotiYe

鉱山､炭鉱､山林､土木工番場､各種工場等の一般産

業用鉄道に於ける貨物､製品､その他の運搬輸

引込線に於ける筐革の入換用にほ従来各種わ機

びむこ.

辛が採-

用されてきたがその中ヂ←ゼル礫関華の採用が圧倒的に

増加して秦た｡その理由は次の如きものである｡

(1)機関の熱効率がタンク挺冒

ること｡

(2) 動停止は勿

人で楽に

級ての

転出来ること｡

専の4～5倍にも達す

転操作が非常に容易で-

(3)低速度iこ於て特に強力であること｡

(4)水を殆んど消菜しないこと｡

(5)煤煙､火粉を発生せず快適安全であること.｡

(6)草外に何等附帯設備を要しないこと｡

既に20年の歴史を有する日立小型ヂーゼル機関車は_

､
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第9 図

F主g.9.

日立標準DLC-7A型デーゼル機関車

(東北地建納)

HitachiStandardI)LC-7AI)iesel

Locomotive

第10図

Fig.10.

日立標準DMC-10B42 型ヂーゼル樺

閑事(日管製鋼及び鉄興社納)

HitachiStandard DMC-10B42Type

DieselLocomotive

産業用､地方鉄道用として戦前以上の生産を開始してお

り昭和26年に製作された主な形式は次の如くである｡

型 式

軌 間

運転整備
重 量

最大寸法

長(台粋)

幅
~'∈｢

車輪径

軸 臣巨

機関型式

日立標準

DLC-7A塑ヂ

ーゼル機関車

(東北地建納)

エンドキャブ
塾2輌鎖駆動
式

■

610Ⅱm

7ton

3,600mm

l,500Inm

2,275Inm

620Inm

l,350Inm

民生Ⅹ工ト3

乱立標
DMC-10B42

型ヂ←ゼル機

(畏諾理詰)
エンドキャブ
型2軸駆動式

1,067mm

lOton

3,9〕0Ⅱ!m

2,130mIn

2,325Inm

660Inm

l,450Inm

いすゞDA-60

日立 DMR-

12:C二30型ヂ

l【ゼル機関蕃

(十勝鉄道納)

エンドキャブ
型3軸ロッド
駆動式

762mm

12ton

4,100mIn

l,900mTn

2,475mm

660mm

l,550mIn

民生KD-4

日立標準ヂーゼル機関革ほ独自の改良と考案の実施に

より問題的作業の多い用途に於て良くその真価を発揮し

一膚229

第11図 日立DMR-12C30型ヂーゼ/レ機関車

(十勝鉄道納)

Fig.11.HitachiDMR-12C30TypeDiesel

LocoIⅥOtive

満足な実績を挙げることが出来る｡

納入先より次の様な好評を博している｡

(1)仕事が沢山出来る｡

(2) 少が障故 いため稼動 が高く円滑な仕事が出来

る｡

(3)台粋が亀裂する心配がなく草体も傷まなくて良

い｡鋳鉄台枠ほ問題にならない日立式でなければ駄

目である｡

(4)ブレーキが素晴らしくよく利き制動距離が短かく

安全である｡しかも労力を要しない｡

見透しがよく文運転し易い｡

使つで見て始めて優秀さを知った｡今後ほ月立ヂ

rゼル機関車を購入したい｡

倍炭坑に於ける蓄電池機関車に代るための6-7t級

の防爆塾ヂrゼル機関車についても目■F設計もほぼ完丁

し鋭意製作中であって近くこの方面の御期待に沿えるも

のと確信している｡

電 車

El(血ic Cars

横須賀線電車(モハ707クハ76)

Electric Train fol･YokosukaI｣ine

国鉄が最新標準型電車として設計した中距離電動列車

である｡定員はモノ､70が132人､ク六76がIO5人

で､自重はモハ70が約46t,クハ76が約30tであ

る｡この電車の特長はモハに運転室の無いことで､両端

のクハだけに運転室があって 中は全て貫通式である｡

クハには水洗便所が設備されている｡なお､焼けない電

車と事故の場合の避難装置について頁剣な考慮がなされ

た結果､次のことが実施されている｡

(∋ 天井板ほ鉄板製として､防火塗料を塗る｡.
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パンタグラフ台を二重絶縁とする｡

非常用ブザーを新設する｡

戸閉用三方コックを床~Fと客室に各→個増設

する｡

圧縮電動機回路に直列抵抗器を新設する｡

通風器木座に絶縁木材を使用する｡

非常用車側表示灯を新設する｡

第12■図

Fig.12.

立 評 論 第34巻 第1号

苺′義竃′温逼~~竃蒲｢盲

国鉄納クハ76型横須賀凍電車

Type KUHA76Trailer Cこr for

Yokosuka Line ofJ.N.R.

郊 外 電 車

Subufban Motor Car

昭和26年度郊外電車としてほ､新設された備南電鉄

の 動草､新に電化され同時に軌問を762ITJnから1,067

mmの標準軌間に切り換えた十和田鉄道の 動尊及び

第14図 十 和 田 鉄 道 電 動 車

豪富 Fig･14･MotorCarforTowadaRailway

心地のよい様に設計されている｡

十 和 田 鉄 道

第14園に見られる様に備南鉄道のものと殆

んど同一構造であり｡92人粟14m華､自重29.5t

で､電動機はI)･C･750V,90kWx4(架線電圧I).C.

i,500V)制動装置､制御装置は備南と同様である｡

室内内幕板及び柱硬質は銅板プレス製とし､運転室ほ

鏑管にて仕切し､冬期のために特に電熱器を設けて蝮房

に注意してある｡

この電動車と同様の制御革も製作納入され電動率と連

結運転されている｡

下 津 井 電 鉄

この電動車は軌間762Inm車体長さ11,700

第13図 備南電鉄納電動率

Fig.13･MotorCar forBinan二Railway

制御車と､軌聞762Inmの下津井電鉄の電動車及

び制御辛がある｡これらの電動華にはそれぞれ日立

製作所特許の多段式､カム電動制御装置(MMC)

が装備されている｡

傭 高 鷲 鉄

第13図に元されている様に郊外電車の中型標準

専として製作したもので､電動車ほ100人乗15nl

尊､自重32tで制御装置はMMC-10を使用し､

電動機は､I)･C.750V,125HPx4(架線電圧D･C･

1.500V)であり､各出入口には戸閉機TK-4を

mmでこれに､制御装置としてMMC-5型給

括制御装置を取付け､空気ブレーキはAMM-

C型とし､手ブレーキをも取付けて窮屈な床下

面積に順序よく点検に靡なる様に機器を配置し

ている｡.

外観ほ第15図に見られる様に窓部を桜色､

上下をマルー∵ン色に塗装し､正面は曲線にて色別けし小

′Jノ｡ながらスマートな容姿である｡室内天井は銅板白色塗
仕上げ､内幕板､柱被､腰板､等は鋼板プレスの洗場色

:改付け開閉の円滑化を計っている｡

台事も同様標準台･牢として高評のあるもので堅牢で乗

第15図 下 津 井･電 鉄 納 電 動 車

Fig.15.Motor Car for ShimotsuiR.ailway
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仕上げして､殆んど木材を使用していない銅製草であ

る｡

又この種狭軌の草では幅のみならず高さが低く乗客に

対する圧迫感が強かったが､この電車ほ出来得る限り高

さを十分にし従来の窮屈感を一掃し明るい広々とした感

じの電車である｡

なお同型の制御革も製作納入され

転され高 を博している｡

動革と共に連結運

小田急電鉄納入ⅩH･Ⅰ型高速電動台車

Type正札ⅠⅡighSpeed MotorTruCk for

OdawaraI∃ⅩpreSS RailwayCo.

本邦に於てクイルドライブ装置を最初に電車に応用し

て斯界注目の的になったKH-Ⅰ型高速電動台車ほ､昭和

25年11月完成､小田急電鉄に納入され引続いて昭和

26年2月､鉄道技術研究所の御協力のもとに振動試験

が実施された結果､大体所期の成績を得ることが出

た｡

本台事の特長を列記すれば

(1)日立式クイルドライブ装置の採用

第17 図

Fig.17.

KH-Ⅰ型 高 速 電 動 台 車

Type KH-IHigh SpeedMotorTruCk

本装置の採f削こよって､台車のばね下重量が軽減し､

電動機の保護､軌条の保守に与える影響は大きい｡

(2)カム式揺班吊装置の採用

揺枕吊リンクの有効長を長くして､横方向の摂動を改

善する｡

(3)弾性軸契式軸精の採用

台華枠と車輪間に横方向の復元力を与え､自由な

knelactionによって､コロ軸受を保護し､日.J)蛇行動を

防止する｡

(4)電動機ノーズ受に防損ゴムを採用

左
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即 ガ タ′ ガ､ガ･
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.一こ.▲
回

車

標㌔J町｢巧丁丁町~｢′ ガ ガ
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〟
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車

標柱βJ膨
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未
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⊂ユ
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馴㌦牒｢｢㌃~す■｢′ ガ ガ
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g/∫e∫

時間
l

疇考:速度ガ励

第16図 事体床面上の振動加速度

Fig.16.Acceleration
of Vibration on FIoDr

クイルドライブ装置の採用と相

供って､電動機を保護し､高周牧

振動を 断する｡

なお､本台車の要目ほ次の通り

である｡

軌 聞 1,067mm

軸距離 2,300Ⅱ1m

尊輪外径×幅 910〉く125nlm

軸 受 120¢テーパー

‥∴l二二･

電動機 出力×個数

2′1台車142kwx

心血荷重(満員時)

16,000kg

台車重量(電動機を除く)

6,800k宮

木台車の振動及び騒音試験の結

果､次の如き優秀な成績を収める

ことが出来た｡

1)二車体の振動特性

第18図は車体心皿床面上の摂

動加速度を戻したものであるが､

ⅩH台車でほ上下振動特に高周汲

摂動の滅少が著しい｡即ち､速度

90km/br附近に於て､在来台車

の全振幅加速度0.41g に対し､
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第18図

Fig,18.

日二立式ク イルドラ イ ブ装置

HitachiType Qui11Drive Device

KH台車では僅かに 0.18g に過ぎない｡これはクイル

ドライブ装置及び外部の防摂ゴムが大きく影響している~一

ものと屈まっれる｡

左右振動では､約10-20ク左改善されており､国鉄電

専と比較しても優秀の部に属する｡

前後振動では､80km/br以上になるとⅩH 台車の

方が在来台車より栴大きくなっているが､これは使用者

側のやむを得ない理由で､心血高さを高くしたことが原

因と考えられる｡

(2)台車の振動特性

軸筒の上下振動加速度は､KH台専は在来台車に較べ

第1表 市内電亭主要仕様比較表 Tablel･

論 巻43第 第1号

侍秀:測定個所 車内中央床面上戯冴
悪密閉

第19 図

Fig.19.

事 内 騒 音

NoiseinCar Body

て約50%改善されており､.30-90km/br で全振幅加

速度は10g程度である｡●従って軌条に及ぼす影響も著

しく改善されるものと認められる｡

又､電動機の振動加速度についても､同様の傾向がう

かがわれる｡

(3)車内騒音(集19図)

KH台車は在来台車に比較して低速度(30-40km/br)

で約10ホ←ン､高速度(80-90km/br)で約5ホ←ソ

減少している｡

本台車によってクイルドライブ装置の竃亭への応用が

可能なること､防損ゴムが機械部晶として如何に有能で

あるかが証明され､将来の高速電動台革の在り方に就て

Speci丘cations of Street Cars

軌 間 mm

定 員(人)(座､立)

二晩付寸法長×幅×高mTn

自 重 ton

ブ レ
ー キ 装 置

制 御
■

装 置

電 動 機

納

軌

1,372

96(22,74)

12,300×2,240×3,095

16

SM-3空気ブレーキ

直]妾一制御

I).C.600V,50HPx2

1,435

70(28,42)

12,180×2,440×3,250

16.8

SMす空気ブレーキ

直】妾制御

D.C.600V,50HPx2

1,067

70(30,.40)

11,586×2,330×3,075

14.O

SM-3空気ブレーキ

直接制御

D.C600V,50EPx2

入 先
福 岡 市 内 線

Tram-Car FukuokaCity

長 崎 電 軌
Tram-Car for Nagasaki

City

秋･田 市 電

Tram-Car fol･AkitaCity

間 mn

定 員(人)(座､立)

最大寸法長×幅×高mn

自

ブ レ ー･

制 御

電

重

動

ton

キ.装 置

装 置

櫻

1,435

80(28,52)

11,060×2,390×3,130

15.6

SM-3空気及び手ブ,レーキ

直接制御

D.C.600V,50HPx2

1,435

80 (28,52)

11,000×2,270×3,130

14.7

SM-3空気及び手ブレーキ

直接制御

D.C.600V,50HPx2

1,067

96(22,74)

12,300×2,240×3,095

15,O

SM-3空気ブレーキ

直]蒙制御

D.C.600V,50HPx2



昭和26年度に於ける日立技術の成果
233

‖rlrl一一--･----一一◆一一-----一一一一一-一一一一一一一一-一一一一一-一山一一一一一------一一--=-一一一一--一--一----------一一-…一一--一一-一一叩------一一一一一-…---一一一一一一一■L◆■-一一一一一一一一一一一■■･】■一一--一一一----…~-~→

節20図 東 京都 電 納 電 車

Fig.20.Tram-CarforTokyo City

重要な京壁を与えた訳であるが､我々としては今回の試

作車の成績を基として､より優秀な高速電動台革の実現

に向って､努力してゆきたいと考えている｡

市 内 電 車

Tram-Cars

最近製作した市内電車の主なる仕様の比較表ほ第l表

に示す通りであり､これらの電車はそれぞれ各都市及び

乗客状況等に依りそれぞれの特長がある｡

東京都電､秋田市 及び名古屋市電は出入尿は両端に

あって開閉リンク付二段引戸構造で､出入口幅を出来る

だけ広くして乗降の混雑を防止すると共に運転の迅速化

を計っており､秋田市電には特に『ステヅファライト』を

取付けてある｡

福岡市内線現び長崎電軌は出入口ほ折戸構造で戸袋を

必要としないために事体の軽量化と客室面積を広くして

ある｡都電､肇古革帯電鱒び福岡市内線は室内金具は凡

てクー,′-ムメッキを使用しており､筒福岡市内繰にはウ

イングバネ振揺枕の台車が使用してある｡

これ等の電車の中特に注目すべきは大阪市電であり写

第21図 大阪市電潤電車

Fig.21.Tram-Car for Osaka City

節22図

Fig,22.

名古屋市電納電車

Tram-Car for Nagoya City

第23図

Fig.23.

西日本鉄道納福岡市内線用電車

Tram-Car for Fukuoka City

第24 図

Fig.24.

長 崎 電 軌 納 電 車

Tram-Car for NagasakiCity

真に見られる様に､従来の大阪市電大型車に比し中型車

として出入口は進行方向に対して左側の前端及び中央絹

枝方寄の2カ所とこれに対角対称の位軍とにそれぞれ引

戸構造のものが設けられ､前方入口ほ運転手に依り手動

にて､中央部は革掌に集りTK-3型戸閉域に依り開閉

し､特に中央部出入口幅は広くしてあって両端より中央

部に乗客を収容する不便さを一瓢し乗降を優にすると共

に運転の迅速化を計っていることほこの電宰の一大特長

233-一
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第25図

Fig.25.

秋田市電納電車

Tram-CarforAkitaCity

である｡

窓は上半固定､下草上昇式の広い窓とし採光をよくし

縦型腰掛を2組左右2列に設け､中央入口部には葦掌台

が設けてあるG室内の化粧木材ほラワン材を用い､羽目

枝の杢目の刺哉の柔いシナベニヤ板が落ち付いて銘じよ

く仕切棒吊革棒等のステンレス管と其の他の金物のクロ

【ムメッキの光沢が天井の白色､化粧廻りの木地仕上､

腰掛のコバルト色とよく調和している｡

屋根は全木装帆布張とし両端に前解灯がカバーして納

められ､中央部にほビューグルが設けられ､なお屋根全

長に歩み板と8コの通風器が取付けられている｡雨掛こ

対してほ特別な設計と細心の注意が私われている｡

台車は大阪市電標準のブリル型が使用され商都大坂の

交通機関としてその活躍が大いに期待されている｡

又長崎電軌のものは日立中型標準電車として設計製作

L高評を博している中都市向け中型電車の一つである｡

草体の全重量を担う銅体ほその荷重を備構に負担する

桜組立てられ台枠ほ床下及び床上の垂直荷重に十分なる

様設計され強圧的に十分で且つ軽量な構造である｡

屋根ほ全木製帆布張構造とし､出入口ほ両端に折戸構

造の尿を設け､この入口屍の内一つは内側の折戸錠を殺

し外部から鎖錠出来る様に特別の設計が施されている｡

窓は採光と視界とを充分考慮しこれに体裁のよい巻上

式カーテンが設けられ､室内金物ほ砲金のパフ磨仕上げ

とし天井を淡クリーム色にし腰掛のグリーンモケソトが

清楚な色彩感を与えている｡

台車ほ第26図に元すブリル型の日立KED-12型が

匡こ‡主､
⊥∴､l-l

第26図 ⅩBD-12型路面電車用台車

Fig･26･TypeKBD→12Tram-CarTruCk

採用され路面電車用台専として最も優れた特長を持

っている｡

即ち台車枠は銅板熔鞍組立式とし鋳物には見られ

ない堅牢で､軽量な台車で担ばねには独特の設計が

なされたスライディングカム式吊リンクを取付け横

方向の衝撃を十分緩和Lて粟心地よくしており､摺

動部分には診炭焼入を施した摺板を挿入し磨耗部分

のガタに依る振動を防止し振動に対する十分なる注

意が払ってある｡ブレーキ部品は取換を容易にし､

また制輪子の片滅を防ぐため自動的に車輪に追随する様

な構造になっている｡

横浜市電

今日の都市交通の重責を担う電車は外形的芙観より更

に一歩進んで運転性能の充実を要求される時代となって

来た｡昨年度に製作された横浜市電はこの目的を十分に

果す近代的電車として斯界に誇り得る最も優れた路面電

車である｡この電革の概略仕様ほ次の通りである｡

(1)軌 間

(2)定 員

1,372Inm

lOO人(座席22人立二J帯78人J

第27図 横 浜 市 電 納 電 車

Fig･27･Tram-Car for Yokohama City

第28図 横浜市電納電牢内部

Fig.28,Interior View of Tram-

Car for.Yokohama



昭和26年摩に於ける日立技術の成果 235

(3)最大寸法 長mm 幅mm 高mm

12,000× 2,433× 3,245

(4)自 重 16.5ton

此処に本革の特長を紹介しよう｡

(1)外観は第27図に見られる様にスマートな

曲線美を更にクリームとブリューの新鮮な塗牲で仕

上げてある｡

(2)室内は大天井にべニヤ板を使用した以外ほ

経て鋼板の70レス物で天井をクリーム其の他は淡灰

色一色に塗仕上してある｡

(3)窓はプレス製品で薄型ゴムに依り振動を防止し

ている｡

(4)出入口は草の両端にあり､銅板プレス袈の二重

引戸となっており直接空気式戸謀機が設けてある｡

(5)運転室には腰掛を設け全面に70レスカバーを施

しこの中に詰襟器を配置し体裁よくしてある｡

(6)運転手正面は見通しをよくして通風を便ならし

むる為写真の様に広幅の二枚窓を採用し窓ほ前方へ突出

す構造となっている｡

(7)台革は日立特許式防振型台革である｡

(8)電動機は300V25kW4箇(架線電圧D･C･600

V)とし出力の増強並びに軸電の有効化が計ってある｡

(9)制御器は多段式電動機操作力ム軸式日動制御器

(日立MMC-5形)が採用されている｡

(10)制動装置は発電制動を常用とし之に非常用発電

制動をも附加してありSM-3型空気制動装置も設けて

ある｡

本革ほ各部の防揖防音効果を上げる事に特に意を用い

ており先に列記した窓戸等摺動部にほゴムを使印し外板

にほ内側にコルクペイントを塗り摂動に対L十分な防舌

装置が施され更に振動の揖源をなす台革にほ種々の特長

をもった日立独特のⅩL-2型防損台宰が使用されてい

る｡

室内ほ第28図に見られる如く殆ど銅板のブレス襲で

淡灰色の全一色と調和し天井ほ広々とした感じを与え､

運転室正面窓を中央の妻桂一本で仕切った2枚窓が乗客

に対して爽快な乗心地を与えている｡

天井には銀色ブロンズメッキのチューブランプを配し

十分な照明度を有すると共に大きな窓ほ採光照明を十分

にし写真に見られる様に室内の明るさは従来の電車の趣

を一新したものである｡

運転室ほ第28図に見られる様に全面をプレス鋼板に

て被い間接制御に必要な種々の機器が納められ僅かに制

御器空気プレ←キ､戸閉機ハンドル等が見えるだけであ

る｡制御装置にほ多段式

が採用され路面

動機操作力ム軸式自動制御器

辛に対する此の琶の間接制御は我 に

第29 図

Fig.29.

国鉄納キハ41500形ヂーゼ′レ勅車

Type KihaI)ieselCar forJ,N.R.

では珍しい試みであり起動加速度及び表意速度の上昇に

依り運転を能率化し都市交通機関としての重大責任を十

分に果している最も優秀な路面 串である｡

ヂーゼル動車

DieselCars

地方の中小都市の近郊運輸としては小単位の頻繁運転

が望ましい｡こうした目的に最も経済的であって取扱の

便利なヂーゼル動車最適なことは周知の通りである｡第

29図の写真は過肢国鉄に納入せるキハ41500型ヂーセ

ル動車で大略仕様は下記の通りである｡

定 員 109人(座席62人､立席47人)

自 重 約21･7t

台 華 TR26

機関型式 日野DA55A

動力伝達方式 歯車式

最高速度(力行)70km/hr

制動装置 GPS空気ブレーキ装置及び手ブレ

ーキ

暖房装置 排気暖房

燃料ざ由容量 270J

S2｡型車輌用電気式琴度計
Type S巴4Electric Speed Meter for

Rolling Stock

木器は各 草輌の速度測憧に最適のものであって､す

ベて国鉄標準仕様書SE-70により製作されFAC型発

機､S24型速度計およびⅩ-FAC塑補償器とからなつ

ている｡

木器ほ車輪の回転数を測定しこれを速度に換算して指

示させるものであるっ即ち草輪の回転数に比例する単相

交流 圧を発生し､これを整流して速度で目盛られた速

筐計で読む方式である｡全体の電気的接続は第30図に､

また発 動法の一例は第31図に示してある｡

一段に電気式の利点は速度を遠方の任意の個所で測定

できること｡一箇の発電横に二箇以上の受 器を 設ける
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∫2〃型示娼呈

第30図

Fig.30.

J24型示指寒

車輌用電気式速度計接続図

ConnectionI)iagram of Electric

Speed for Rolling Stock

髪安蒙彪%

社

､l
遭

寧･輔聾≡鮮芋聖
Lj汐⊥〝ゞ､＼式

＼

第31図 車輪用電気式速匿計発電樺髄動装置(コロ

軸受用)

Fig.31.Driving Attachment of Generator of

Electric Speed Meter for Rolling Stock

(for RolIer Eearing)

ことも可能であること｡また車輪が磨耗した場合にも速

度を正確に指示するよう簡単に補償ができること等であ

るが､さニー封型速度計ほ以上めほかトニ次に示すような日立

独特･n特長を右している｡

2.

3.

本器は国鉄における苛酷な現革帯験を経て改良さ

れたもので､特に車輌の激しい摂動衝撃に耐え得る

よう材質および構造等に格別の考慮が私われ万全を

期しているし

S24型速度計の内部機構ほ計器舞にエポックを劃

した乱立独特の内部磁石方式を採用し､計器の諸特

性を著しく優秀ににしてある｡

針摂れが殆んどなく零目盛附近まで容易に読取が

第34巻 第1号

第32図

Fig.32.

S2｡型 速 乾 計

Type S2.Speed Meヒer

第33図 FAC 型 発 電 機

Fig･33･Type FACGenerator

第34図

Fig.34.

Ⅹ-FAC 型 補 償 器

Type X-FAC Coinpensator

できる｡

第32図乃至第34囲は木器の外観である｡

なお本速度計は国錬および地方私鉄等に納入し好評を

戴いている｡

も
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MMC･5形路面電車用多段式カム軸制御器

の現車試験
The Test of M.ulti_Notdl

LType MMC-5Streef Car

路面電事故び小形郊外電車用

として設計されたMMC-5形制

~御器は､度々本誌上に紹介され

ナニがその性能に就ての実測値を

公表する磯会が無かったが横浜

苛交通局の御註女iこ依る20輌分

の製作に先立ち車輌試作品に就

て同局の御協力を得て実測をす

るを得たので蟄に発表するもの

である｡結果は起動及び発電制

動時性共棲めて良好であった｡

なお新興20輌分は好 裡に就役

ト中で斯界の注目を集めている｡

∴･第35図及び第36図ほ夫々

従来使用されている円筒形制御

器の起動及び発 制動特性で､

Controller of

苫37図及び第38図ほ夫々

MMC-5形カム軸制御器の起動

及び発電制動特性のオシログラ

ムである.｡

熟練した運転手が円筒形直接

二制御器を如何に慎重に操作して

も､無雑作に操作するMMC-5形

カム軸制御器にはその起動及び発

⊥電制動特性共到底及ぷべくもない

ことを示している｡

第37図は､本制御器に依る発

電制動の制動初速と制動距離との

ノ関係を云すものである_ユ

MMC-20 形高速電車用多

段式カム軸制御器の現車試

囁

`The Test of Multi.Notch

Controller ofIIigh Sl)eed

↑SubⅥban Car Type MMC_

20

昭和25年度､京王端部 鉄京

三振用として初登場した MMC-

20形制御器は､その優秀性を使用

者側より十分認められ､好評を博

237

した｡26年7月京王帝都側の御協力御援助により実車

に裁ての詳細な試験を行うことが出来た｡予期の通りの

結果であると共に将来の方向に裁て得る所大なるものが

あった｡

♂∬此イ試験苛号4 普通毒力行荷重イトン 加速度ZJ加〃点'､

測定箇所 卓内電鼠全電乳時間.似電動挽電涜.仙Z電動機電乳距寓

第35図

F王g.35.

日寺問

円 筒 形 直 接 制 御 器 の 起 動 特 性

Starting CharacterofDrumTypeDirect Controller

♂∬肋J試強電号 普通車発電制動荷重Jトン 初違約JJJれウ

測定臨師■ 時間.距乳仙2電動機電圧.仙/電動機電孔仙Z電動雄電流

第36図

Fig.36.

円 筒 形 直 接 御 制 器 の 制 動 特 性

Braking Characterof DrumTypeDirectController

〟〃虹¢討贋番号〟l巧振専力行 荷重ざトン 眼流瞼電暴調整値
測定箇所 主内電圧.全電礼時限距乳乃ム電動免電私服流隠電基接真電流

隈流鰹寄書接真電流

旨動機電流岨_,さガJ励L∧
1ぷ甜 ｣人_人 上砂【 ▲_ 劇′

】竜圧 V一睡l 脚~ 顔l L
l

卵形 脚

電流 ノ㌢脚 畢一 伊 1 1 甲
〟β秒 l

第37図 MMC-5 形 制 御 器 の 起 動 特 性

Fig.37.Starting Character of Type MMC-5Cam Shaft Controller

βJJ肋〝吉ま諌言号ガ防毒辛党電制動 荷重ガトン初速皮4♂〟扉ケ5員流徒電昌調整値』2月

測定箇所時間軍巨即那寺迫電署汚臭電流Fき涜鎧毒害霞社是泉額宣布∧≒娼勤磯電圧.此～電動砲電叢

時間

Ⅳ･･千丁･一寸 眼囁怯
砲線輪

ガβ/
l
ぷ?/ ∠〃｢.抑 F長流継竃蓋援兵電

1 1 ⊥_ ⊥_ 仙J電動機電圧

ソ 脛昭甜やβ 桓一 帖精勤機電流

第38図 MMC-5 形 制 御 器 の 制 動 特 性 カ ム 軸

Fig.38,BrakingCharacterofTypeMMC-5Cam Shaft Controller
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｢ノ/Jノナ

第39図 各種制動方式の制動初速と制動距離と

の関係

Fig･39･Diagramof Brak･ing Speed~Braking

DiぎtanCe

㌫朋

客

第34巻 第1号

車

Passenger aIld Freight Cars

鋼製二軸ボギー三等車スハ43

Type StJⅡA･43Two Axle Bogie Steel

Sheathed Third Class Passenger Car

第42図

F王g.42.

国 鉄 納 ス ハ 43 形 容 事

Type SUHA-43Passenger Car forJ.N.R.

円JJ､一億

勒晰電流

第40図

Fig.40.

MMC-20 形カム軸制御器の運動特性カ ム軸
StartingCharacteristicsofMMC-20TypeCamShaftContrJller

第41図

Fig.41.

MMC-20 形 カ ム 軸 制 御 器

MMC-20Type Cam Shaft Contro】ler

第40囲ほ､M-TC編成(但しTCは電動軍の主動

電機を全部開放し制御革として使用す)に於ける起動時

のオシログラム第41囲は本制御装置の主要部を示す｡

国鉄に於る三等客草の最新標準型と

して設計されたもので､昭和25年度

以降この形式の出現により､三等車ほ

世界の水準まで達したということがで

きる｡定員88人､自重約33t,腰掛

はグリーン色のモケソト張りで背摺に

は通路側に枕を設け､長茫巨際旅行者の

頑のモグレとして革ばれている｡腰掛

下にほくずかごを設けて室内の清潔化

に役立たせて旅行をより快適なものとしている｡便所に

入って鍵をかけると壁に取付られた便所知らせ灯(橙

色)がついて客室からみられるようになっている｡この

他､なお特急用のものには扇風機及び拡声器が取付られ

ている｡

国鉄納ワム23000形二軸有蓋車

Load Capacity15t SteelSheathed Box

Car forJ.Ⅳ､R.･

国鉄23年度の発話量は敷後最大のものであったが､

中でもワム23000形式は4,000輌の

当工場でも 400輌を製作した｡

大なる数に上り

従って製造部門全段に亘り広汎な多量製産方式を採用

し工程の短縮を計った｡

文革体がそつくりそのまま入る国内で最初の静電塗装

々置により塗装を自動的に行い大型尊輌の塗装に一つの

新蔚己元を劃した｡

その主なる仕様ほ~F記の通りである｡

荷 重 15t

自 重 約9.5t
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第43図

Fig.43.

容 積

ワ ム 23000型 軸 有 蓋 草

4wheelei15tonI∃ox Car forJ.N.R.

37.6mラ

国鉄納全鋼製セキ3000型二軸ボギー石裳車

30t AllWelded SteelCoalIIopper Car

forJ.Ⅳ.R.

及び傘歯車の歯当りを正確にしてハンドルの開

閉を軽快にした｡

5t積全鋼製鉱車

5ton AllSteelOre Car

第45図

F王g.45.

5t積仝鋼製乾草

5ton AllSteelOre Car

本鉱革ほ従来の既納鉱革の不備な点を研究の上改良設

計されたもので需要者に於て非常な好

第44図 セキ3000型二軸ボギー石炭草

F盲g.44･8Wheeled30t CoalHopper Car for

J.N.R.

外観写真に見られるように全熔接革で日立製作所の設

改良案が可成り取入れられている

改良された｡主なる点は次の通りである｡

1,ホッパー内に頑丈な補強板を3個所計6故人

れて側板の膨れを防止した｡

2.鋲構造を完全なる熔接構造にし辛体の剛性を

増した｡

3･台車はダイヤモンド式最新型の軸箱と側染と

を｣一体に鋳造した強固な鋳鋼製側染をもつユニ

オントラック(TR41A)を採用した｡

4.扉と底板の掠が大きく粉炭のぎ曳れが大きい､

と云う悪評をなくする為特殊な加工法に依り解

決した｡

5.在来専ほ屍の開閉ハンドルが重いと云う事で

あったがこれも軸受の 隙を少くし､ウォーム

ーー239

を得ている｡

その主なる改良点は次の様なものである｡

1.チップラーで転倒して鉱石を排出する際､

箱の底に粘土状の鉱石粉末が附着しない様箱

底をなだらかな曲線形状とした｡

2.過大な畢端衝撃を防止する為､強い緩衝バ

ネを入れた｡

3.使用実績結果より苛酷な使用に十分耐え得

るテーパ←--コ･-ラーベアリンダ付軸受を採用

した｡

=
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よ歪/1

1

Ⅷ
l
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｢~~ ｢

臥[まコ
雪~J

(Dガ加電動鉱石幸
反Jわ〃秤量電動車

鉱石桟橋

ホッげ-ピン
トランスポーター

クラブ八ケット

¢)立石′コークス等の山
⑧フィータ｣
②固定かり/ヾ-
⑩ノけソト
⑪鉛鉱炉

第46因 数鉄原料の適擬装置噂･図

Fig.46.Skeleton Diagram of Transpcrヒ2tion

Equipment fcr PigIron Material
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第47 図

F隠 47.

日本鋼管納25t電動鉱石宰

Motor-driven25ton Hopper Car

for N王bonkokan X.X.

4･積込時及び連行時の過度の衝撃を防止する為に軸

バネを装備した｡

主要寸法

軌間 1,067mIn

自貢 1.6t

荷重 5.6t

容量 2.3In3

電動鉱石車及び秤量車

最大長さ 2,880mm

/′.嘔
1,590Ⅰ刀けn

〝 高さ 1,261mm

Hopper Car and Ore Scale Car with

Driving Motor

日本鋼管鶴見製鉄所納25t

量 動宰を完成した｡

動磁石革輌及び6.5t秤

1･装置の概要

第46図は配置の略図であって､鉱石､コ←クス等を

グラブバケットで電動鉱石事に入れ､電動鉱石専ほ鉱石

横倍上を 行して十数個に仕切られたホッパービンにそ

れぞれ鉱石或はコークス等を投入する｡

次にゲートの下部を開き秤量革に入れる｡

この場合数種類の鉱石､コークス､･等は必要量だけ計

量されて秤量革のホッパー内に切込まれる｡

次に秤量尊はフィーダーの上迄走行し秤量尊下部

の屍を開いて鉱石､コークス等の混合物をフイ,-ダ

ーの上に落す｡フィーダーは国章ホッパーに連続∃勺

に定められた量だけ運び釣瓶式に上下するバケット

へ手働に依り投入し高炉へ運ばれる｡

2.25t電動鉱石蕃

鉱石桟橋即ち高架線を運行するこの事は全熔療の

腰丈なものである｡ホッパーほ鋼板二重張りとし内

張りが磨耗した場合容易に攻替えられ､ホッパー償

却から運転室内のハンドル操作に俵り草体両側に積

鉱石を排出させる構造になっている｡運転室には制

第34巻 第1号

御器､空気及び手ブレーキ､ホッパー開閉ハンドル等運

転に必要なる一切の操作装置を備え且つ運転手が座席よ

り操作し得る位置に取付け､1人の運転手にて敏速且つ

容易に壬彙作し得る｡

窟ヒーター用2kW容量のコンセントを設け冬期運転

手が適当に使用出来る｡

照明装置は夜間作業に支障なき様ホッパー内をも照す

大容量の前照澄を備えている｡

安全警報用として強力なるェヤーホーンが運転室下部

に設けてある｡この事の主要々目ほ次の通りである｡

空車重量

ホッパー有効容積

走行用電動機

動力伝達方式

走行速度

16t

12.6工nき

30kW 3¢Ⅰ.M

二段減速軍事式.箱付
180m'min

3･6･5t秤量革

全熔接で十分安全な剛性及び強度を有しているこの事

の特長は既設の鉱石桟橋の狭院なる下部に於て最適の構

造で十分性能を発揮し得る事である｡

運転室には秤量器記録装置ホッパー開閉用三方コック

苧ツバービン下部のゲート開閉用三方コック､制御器､

プレーーキ弁､手ブレーキ､レバー､各種不イッチ等運転

操作に必要なる一切の機器を寂付け､1人の運転手が着

席した俵敏速且容易に操作し得る｡

ホッパーは銅板二重張りとし内張りが磨耗した場合容

易に取替えられ.る｡

秤量器は守谷精工所製重錘付梓粁式でェヤーダッシュ

ポット指針瞬速静止装置を有し､ホッパ_-の周囲4カ所

に支点刃受台を設け､レバニの支点衝刃を装置し､重点

刃先に特殊懸垂鋼を設けホッパーを支持せしめ安全且つ

耐久性に富む構造である｡

三･な革前述の電動鉱石車同様ヒーター用2kW容量のコ

ンセント､照明装置､エヤーホーンを設けてある｡

この事の主要々目は次の通りである｡

空車重量 約9t

第48図

Fig.48.

日本三鋼管納6.5t秤貴幸

6.5ton Ore Scale Car for

Nibonkokan K.K,
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軌条中心距離

ホッパー容積

秤量器容量

型式

連行用電動機

動力伝達方式

克行速度

1,500工nm

3.5m3

8t

自動指示及び自動記録式

20kW 3¢Ⅰ.M.

二段減速歯車軍 籍付

120Ⅱl/nin

ホッパ←及びゲート開閉 空気操作式

全鋼製3m3両側転倒武運椒車

3m3Double Sided AllSteelDump Wagons

本運搬草は約5tの土砂を積載した上､走行し任意の

個所に於て両側何れかに自由に排出出来る構造のもので

ある｡事体の転倒ほ2～3人のカにて容易に行うことが

出来る｡先ず左右どちらかの鎖を外した上事体を押す

と､草体に取り.つけられた転倒粋が台枠上を転って行き

同時に巧妙なリンク機構によって靡は上方に閃く｡草体

は水平に対して450まで傾斜するから､土砂は完全に排

出される｡復位の際は路自重によって戻る様重心わ移動

が十分考慮されている｡

文台枠には軸バネを有し､車輪には踏面が十分磨耗に

耐え得る様一体チルド鋳鉄製のものを用いている｡

主要寸法

軌 聞1,067Inn

自 重 2･5t

容 積 3.OTⅢき

固定軸拒 1,200mIn

最大長さ 2,860Tnm

最大幅 2,159mm

高 さ1,988mIn

連結中心高さ533mm

夢49図

Fig.49.

タンク事

Tank Cars

3m8両側閃きダンプカー

Double SidedDump Car

Of3m8Capacity.

講和を目前にひかえた現在大きくクローズアップされ

た各昏化学工業の目覚しい復活に伴い､これに必要な各

第50図 30m3 ガ ソリ ン タ ンク 牢

F王g.50.Eight Thousand Gallon Tank Car

for Gasoline Transportation

種の液体の合理的且つ経済的な大量輸送が経営上の大き

な問題となって来た｡従って従 の量的要素にのみ墓点

をおいたダンク革も次第にその質的要素､即ち高度の耐

蝕性と保温を要求される事になり､-一方特殊鋼材料の発

達はその使用範囲を広めてあらゆる液体輸送をダンク車

で行う傾向になって来た｡

日立では戦前すでに濃硝酸用アルミニウムタンク車及

び液体アンモニア用高圧タンク車を完成し､数枚は外国

注文の台薦向糖蜜専を初め国内向として揮発油､濃硫酸､

稀硝酸､クレオソート､苛性ソーダ､二硫化炭素､メタ

ノ←ル等第2表に元す如き各種タンク蔀を製作している

が中でも稀硫酸用の鎗ホモゲンタンク､稀硝酸用の18

～8CトNi不鋳銅製ダンク､苛性ソーダ用暖房装置付タ

ンク等はその作業性能､耐蝕性静こつき多年の研究の結

呆製作されたもので､日立独特の技術と高度の 頼性に

よりタンク革の新しい要求を充たすものとして新分野を

開拓しつつある｡

第51【図

Fi3.51.

15t.積クレオソートタンク事

15ton Tank Car for Creosote

Transportation

60t積鋼塊車用台車
60tIngot Car Trucks

富士製鉄ⅩⅩ釜石製鉄所へ納入したβOt積銅塊宰相

台車輌10台は､'造塊工場で5t インゴット12個を積

み分胡工場灼熱炉迄遅滞するのに使用される｡側契及び

上揺枕はインゴットが保有する高熱に耐えられる堅固な

鋳銀製で､その間に12組の大小組合せコイルバネを装

241←一
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革2表 敬造タンク章一覧表(自24-12至26-9)

Table2.Table of Manufactured Tank Cars

(fromDec.1949,tOSept.1951)

納 入 蒐

20t梼重油タンク車

20t積糖蜜タンク草

15t積濃硫酸タンク車

30t積濃硫喫タンク〇

15t街濃硫酸タンク草

15t希硝酸タンク車

30t街アル

宰
ニュームタンク

30t積荷硫酸タンク革

15t穂揮発油タンク車

30mうガソリンタンク串

15t横希硫酸タンク事

15t椅クレオソートタンク草

15t椿苛性ソーダタンク宰

15t横濃硫酸タンク革

15t積二硫化炭素タンク車

15t績メタノールタンク車

東山商事K.K

日鉱､日立

//

三井鉱山神岡工堤

//

新日本窒素肥料
l(■l(

昭和電工K.K

日管Ⅹ.K

日本鉱葉K.X

F.S.S.

新日本窒素肥料
1(.1く

三池合成K.K

日本レーヨンK.X

/′

日新化学K.K

備し5tインゴットがストリッパーのケT.スから脱れて

0･5米の高さより落下しても十分な緩衝作用を行うよう

設計してある｡又軸箱は側発と一体鋳鋼になっているの

で構造簡単で堅牢である｡

仕様ほ下記の通りである｡

軌 問

国領軸虻巨離

最大心皿荷重

積載重量(5tインゴット12本)

自 重

762mm

l,200Inm

40.Ot

6∩､Ot

7.Ot

第52図
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銅 塊 台 車

Ingot Car Truck

特 殊 車 軸

SpecialCars

丹後海陸交通天の橋立ケーブルカー

Cable Car forr･Amanohashidate Cable

lⅣays,Tamgo EairikⅦEotsu Co.

第53図 丹後海陸交通納 天の橋立ケーブルカ_

Fig.53.Amanohashidate C己ble Car

日本三景の一つ天の橋立相山傘校に日立の技術を結集

して=ケーブルカーー"が開通した｡,●

貴重なる経験と摸まざる.研究とを重ねた絶対に信頼性

のあり制動装置と観光登山にふさわしい草体は斯界に誇

る日立"ケーブルカノ'の面目躍如たるものがある｡

此の車輌の主なる仕

1.

2.

3.

4.

5.

6.

は次の通りである｡

戟 間 1,067Ⅰロm

定 員 40人(座席24人､立席16人)

草体長さ 7,600mI℃

自 重 ~6.5t

ブレーキ装置 ギーゼライブルソ式

運転速度 5.4m/k

第53図ほこの外観で一般に"ケーブルカノ,ほ斜面

に平行な草体でありながら窓は水平に作られているが此

の革は窓も出入口も傾斜に平行に作られているため窓の

部分の投付に依る国書しい感じがなく直線的にすつきり

と組立てられている｡

室内には特に新しい構想が盛られ､天井､内幕板､腰

板､内布類は凡て薄鋼板プレス製とし､桜色の一色に塗

りつぶしてある｡腰掛ほ鋼管製メラミン焼付塗の横列腰

掛にコバルト色のモケヅト張布団が取付けられている｡

運転室には捲上室との信号用押釦､電灯スイッチ類及

び非常に備えて電話機を設けてある｡



昭和26年慶に於ける日立技術の成果

出入口は両端左右に引戸を設け傾斜に平行な菱形の引

戸を設け､上下の扉ほワイヤーにて連動せしめ傾斜に無

関係に軽快に且つ一斉に開閉することが出来る｡

ブレーキ装置ほ日立特許のエ場内に於て 転状態と同

-一条件にして試験を実施し､絶対安全性を期している､

足踏式連動ブレーキ装置は自動ブレーキ装置と関連して

作動し又手ブレーキをも備えている｡

空中電車

RailPlane

翼を奪われた人間に空飛ぶ夢の 現は止み難く､

に乗って空を飛び廻る計画が笑を結び､空中 車が誕生

した｡路面の様な障害もなく架空軌条に依り自由に高速

に運転出 ることは将来高架鉄道に代る超高遠電革の

硯を約束しつつ小型遊観電車として東京豊島園i･こ製作納

入された｡主なる仕様は下記の通りである｡J

!･､･ :●

2･定 員

3･車体長さ

4･自 重

5･電動機

単軌条懸垂式地上6.7Ⅰ刀

子供20名文ほ大人14名

9,000mm,幅1,400mIn

l.5ton

三相誘導

3kWxl

動機A.C.200V,

6.ブレーキ装置 手ブレーキ

草体ほ写真に見られる様に前方にプロペラを装備した

流線型で近代鏑覚に適応 し 板を加工し熔接並びに鋲組

立の軽量且つ堅牢なモノコック構造(応力外皮式)とし過

負荷に対しても秘めて剛性の高い設計がなされている｡

室内にほ右舷に1人掛､左舷に2人掛けの木製腰掛を

14コ備えており､運転室は事体の前方に床を一段高く設

け､ブレーキハンドル及び計器機器を月責付けてある｡

台車ほ単軌条用の一種のボギ⊥台草で前後2組あって

前部にほ電動機及びブレーキ装置がある､2 コの車輌を

取付けた台車砕から懸吊腕金具を出しこれに4ケの緩衝

バネを付して事体を懸吊しながら走行する様になってい

る｡又円形の単軌条を運行するために遠心力に依る水平

力を考慮して､台車中心と草体中心は僅かに喰違って取

付けており､草体の左右動揺に対しては特許の揺止装置

が 吊腕に設けてある｡

プロペラほ直径1.2m2放電のマホガニー製で1/2馬

力の三相交流誘≦ 動機に直結し､主電動機の運転と同

時に廻転を始める様になっている｡

第54図

Fig.54.
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